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Ⅰ．総論 
 
＜ファイナリストチームへのメッセージ＞ 
今回の最終公開審査案件では、市⺠／学⽣チームの地域課題解決の取組に対するコミットが⾼い評
価につながりました。これら 13 案件の今後の課題は総じて、（１）アイデアの実現に向けての資⾦と⼈
を含む体制的基礎の充実、学⽣主体チームについては実現に向けての持続可能な体制の構築が求め
られること、（２）COG では社会的活動のアイデアを重要視しているが、アイデアの実現段階ではデジタ
ル時代を踏まえて社会的活動のアイデアを⽀えるデータ活⽤アプリの有効な利⽤も資⾦的体制的なリソ
ースの範囲で検討してみること、（３）アイデアの実現フェーズに移⾏するには（１）の体制問題に加
えて、①デザイン思考によるアイデアの再検証、②実現可能性調査、③アプリに利⽤可能なデータの収
集、などに気を配って着実に進めて欲しいと思います。 
これから⼀年後、⼆年後にその進化のプロセス、実施のプロセスをご報告いただけることを⼼待ちにしてお
ります。「チャレンジ︕︕オープンガバナンス 2017 フェーズ 2」として、実施に向けてのチャレンジです。アイ
デアが実り、地域の課題解決に貢献していかれることを願っております。 
 
 
「地域の⾼齢者の協⼒で創る」⾷事もできる放課後寺⼦屋 
（応募チーム︓和 咲良） 
（特徴） 
  ⼭⼝県は放課後保護者が家庭にいなくて施設にも⾏けない児童数の割合が全国でワースト 2 位と
なっている。この状態を少しでも解消するために、放課後児童問題を地域で解決する寺⼦屋事業を始め
ようとするもので、これにより児童の世話をする⾼齢者の⽣きがい対策にも貢献しようというものである。し
かも、その費⽤を⾃前で持続的に運営できる仕組み（昼夜の⾷堂経営）を考案しているところに特徴
がある。 



  
 

（アドバイス） 
（１）基盤となる⾷堂事業の着実な実施 

本プロジェクトの⼥性リーダーは、単なる社会貢献ではなく事業として⾃⽴することを県や市主催の経
営塾で学んでこられた⽅で、その研修をもとにして事業計画を⽴てて、このプロジェクトに取り組んでおられ
ています。具体的には昼と夜の⾷堂経営と⾼齢者による寺⼦屋事業を分けて収⽀を⾒ていくようにされ
ています。事業は始まったばかりでスタートアップの苦労もあると思われますので、⾷堂経営を軌道に乗せ
てそこで家族を含む⽣活の安定化を図り、時間をかけて寺⼦屋事業に取り組んでいただけたらと思います。 
（２）ボランティア⾼齢者による寺⼦屋事業 

この取り組みはこれからですが、和咲良のフェイスブックには「雇⽤とボランティアの線引き、保険関係、
会計処理の線引き。おまけに⾏政でお世話になっていた中⼼的な⽅たちが揃って異動となり」とあります。 
制度⾯でもクリアすべき課題等がありますが、⼀つ⼀つクリアしながら、準備と試⾏を進めていただければと
思います。そして⼀気に本格実施の前に試⾏で出てきた問題をどう解決するのかも重要なステップだと思
われます。それら諸問題の解決⼿段のひとつとして、ボランティアのマッチングを共感できる仲間作りにつな
げることなどが考えられます。 
（３）⾏政のサポート 

アイデアの段階では校区の地域・保健福祉⽀援チームのサポートが⼤きかったようですので、異動があ
りましても引き続き実施に向けての相談に真摯に向き合うとともに、校区⺠⽣委員の⽅たちと連携した放
課後待機児童の具体的なニーズの掘り起しを⾏うなどの協⼒をしていただけたらと思います。 


